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申 込 締 切 日

現地参加申込

2025年 2/28（木）

※オンライン参加申込は、上記申込ページにリンクが

　ございます　（オンライン参加申込締切は当日 12 時）

※お申し込み時の個人情報は、お申し込み後の問い合わ

　せや連絡のために使用します。

　目的以外の使用、第三者への提供はいたしません。

　本学個人情報保護方針に従い、適正に管理します．
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参加費
無料

Zoom
ウェビナー

配信

情報保障

（PC 通訳）

あり

https://forms.office.com/r/q5j63Kieat

会場定員 80名

Zoom ウェビナー配信

ハイブリッド開催

同志社大学

室町キャンパス
寒梅館 KMB211

開 催 場 所

日 時

右のQRコードの申込から「会場での参加」

もしくは「ウェビナーでの参加」を選択

できます。ウェビナーでの参加で申し込

まれた方には視聴用の URLをご送付いた

します。

シンポジウム申込フォーム

会場は定員に達し次第締切ります

主

催

共

催

後

援

同志社大学ダイバーシティ推進委員会

同志社大学ダイバーシティ研究センター
全国ダイバーシティ

ネットワーク

本チラシは見やすく読み間違えにくい

ユニバーサルデザインフォントを使用しています。

同志社大学ダイバーシティ研究センター　E-mail ： rc-dvsty@mail.doshisha.ac.jp

ホームページ ： https://doshisha-diversity.jp/news/20250204/
問い合わせ先

京都産業大学

DE&I 推進室



小国氏略歴

1966 年大阪生まれ。京都大学教育学部卒。1990 年毎日新聞

入社。2007年、夫の海外 転勤に帯同するため退社し、家族

で 4年間アメリカで暮らす。11年同社に再就職。

現在 オピニオン編集部記者。毎日新聞で夕刊コラム「あした

元気になあれ」（毎週火曜日、 一部地域では水曜日朝刊）のほ

か、月刊誌「婦人之友」（2.6.10 月号）で書評を連載中。 著書

は『アメリカの少年野球 こんなに日本と違ってた』『？が！

に変わるとき 新聞 記者、ワクワクする』など。

プログラム

14：00　開会の挨拶：玉井　史絵（同志社大学副学長）

14：05　趣 旨 説 明 ：阪田　真己子（同志社大学ダイバーシティ研究センター長、文化情報学部教授）

14：10　基 調 講 演：小国　綾子 氏　（毎日新聞記者）　

　　　　　　　　　　　「多様性ってめんどくさい」と思ってしまうあなたへ」

15：00　取 組 報 告：同志社大学の取組／阪田　真己子

　　　　　　　　　　京都産業大学の取組／渡邉　泰彦（京都産業大学法学部教授）

16：00　パネルディスカッション：「学生から見た DEI 推進　ー明日元気になるためにー」

　　　　　　　　　　　　　　　　・登壇者／同志社大学学生、京都産業大学学生

　　　　　　　　　　　　　　　　・ファシリテーター／梶山玉香（同志社大学法学部教授）

16：55　閉 会 挨 拶：井㞍　香代子（京都産業大学副学長）

PROGRAM

最寄り駅からのアクセス 

室町キャンパス　寒梅館

地下鉄烏丸線　「今出川」 駅 から徒歩 1 分

京阪電車 「出町柳」 駅から徒歩 20 分

バス停 「烏丸今出川」 から徒歩 3 分

★ 一時託児を行いますので、 託児 （生後４ヶ月～小学 3 年生以下） を希望される方は２月 21日 （金）　まで

　 に事務局　（rc-dvsty@mail.doshisha.ac.jp） にお申し込み下さい。

★ 場内誘導、 座席の確保等について、 特別な配慮をご希望の方は、 ２月 21 日 （金） までにご希望の内容を

　　お知らせください。 ご要望内容を検討させていただき、 できる限りの対応を取らせていただきます。

室町キャンパス
寒梅館 KMB211

（同志社大学ダイバーシティ研究センター長、

 同志社大学文化情報学部教授）

取組報告の一部は、All Doshisha Research Model2025「“諸君ヨ、人一人ハ大切ナリ” 同志社大学 SDGs 研究」プロジェクト「私立大学のダイバーシティ

推進：ダイバーシティの共創に向けて」（同志社大学と京都産業大学の共同研究）」の助成を受けて調査を実施しています。


